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いて検討した。1000℃の高温において Ni–YSZ 及び Ni–ガドリニアドープセリア (GDC)をカソ
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物(LSM)と YSZの混合酸化物アノードを比較した結果、 Ni–GDCカソードと LSCFアノードの
使用において 900℃において–0.90 A cm–2 の電流密度で安定な動作が可能であり、劣化は見られ
なかった。 さらにこれらのカソードとアノードを使用した電解セルでは 1000 oCで–1.20 A cm–2 
の電解により 9時間以上安定な動作を確認できた。  
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は高い電流密度が得られた。これは逆水性ガスシフト反応（CO2 + H2 ⇄ CO + H2O）




分圧と H2分圧は SDC と LST の導電率に強く影響を与えることが分かった。一方、
YSZ の導電率はこれらの分圧に依存しなかった。混合導電性材料が Ni 粒子の粗大
化や凝集の抑制に重要であることが明らかとなった。  
 




が得られた。Ni-GDC カソードと YSZ 電解質、ランタンストロンチウムコバルトフ
ェライトアノードから構成されるセルで安定な動作が可能であることを示した。ま
た、Ni–GDC 電極の調製法について検討した結果、噴霧熱分解法で調製することに




本論文は、  固体酸化物形電解セルによる高温 CO2 電解について、電極材料の電気化
学特性を明らかとしたものであり、学術上、実際上寄与するところが少なくない。よっ
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